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第１節 人口をめぐる現状と課題

Ｑ１ 現在の日本がかかえている人口問題はどのようなものですか。

Ａ１

●急速な高齢化の加速

年における 歳以上の高齢者人口は過去最高の 万人、高齢化

率（総人口に占める割合）は ％と過去最高となっている。

歳以上の高齢者人口は、 年には総人口の ％に満たなかったが、

年には国連の報告書において「高齢化社会」と定義された水準の ％を

超え、 年にその倍の水準である ％を超えて「高齢社会」といわれ、さ

らにその後も上昇を続けている。 年には ％と ％を超え、 年

には ％を超えた。

また、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 年

月推計）」の出生中位（死亡中位）推計によると、高齢化率は 年に ％

となる予測であり、 ％から ％へ上昇する期間（ 年間）は ％から ％

まで上昇した期間（ 年間）よりもさらに短くなる見込みである。

高齢化社会と言われ始めた 年以降、高齢者人口は年々増加を続けて

きたが、死亡数も増加することから、 年以降になると高齢者人口は、約

～ 万人の間でほぼ横ばいで推移する。ただし、総人口の減少が進

むため、高齢比率は長期にわたって上昇を続ける。
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●生産年齢人口の減少

日本は、 年に出生率が と人口置換水準である を下回り、そ

の後も出生率の低下傾向が続き、生まれる子どもの数が減り続けたため、全

人口の年齢構成が変化することとなり、 ～ 歳の年少人口の割合は徐々に

減少し、 歳以上の高齢者層の割合が増加してきた。その結果、 年代半

ばには、 ～ 歳の生産年齢人口が減少に転じ、 年からは総人口が減少

することとなった。

年代に出生率が を下回るなど厳しい少子化により、生産年齢人口

減少が加速化し、 年には前年に比べて 万人減少しており、 年ぶ

りに 万人を下回った。国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推

計人口（平成 年 月推計）」の出生中位（死亡中位）推計によると、生産

年齢人口は 年から 年までには約 万人、更に 年までは約

万人も減ると推計されている。また、 年以降は高齢者人口も減少に

転じ、年少人口は 万人を割るとも推計されている。

＜図表 高齢化の推移と将来推計＞

（備考）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 年 月推計）」

（出生中位・死亡中位）をもとに作成
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●少子化の流れ

一般に将来推計人口として利用されている中位推計（出生中位・死亡中

位）では、合計特殊出生率は、 年の実績値 から 年まで概ね

で推移し、その後 年の に至るまで緩やかに低下し、以後や

や上昇して 年の を経て、 年には になると仮定してい

る。その後もほぼ横ばいで推移されるとみられ、人口置換水準の には

かなりのかい離がある。

現状のまま推移した場合は、年少人口や生産年齢人口の割合が低下し続

け、こうした人口減少・超高齢化により、経済や社会にひずみが生じてくる

おそれがある。ただし、今後は高齢者人口の増加が小さくなると推計されて

おり、少子化の流れが変われば、子どもの数が増え、社会全体が若返り、人

口構造が変わる可能性はある。

＜図表 人口構造の推移と見通し＞

（備考）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 年 月推計）」

（出生中位・死亡中位）をもとに作成
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●平均寿命と健康寿命

年の日本人の平均寿命は男性が 年、女性が 年であり、ま

た、健康寿命（日常生活に制限のない期間）は、男性 年、女性

年となっている。平均寿命と健康寿命の差は、 年は男性 年、女性

年、 年は男性 年、女性 年とその差は広がってきており、

平均寿命の延びほど健康寿命が延びていないことがわかる。

＜図表 健康寿命と平均寿命の推移＞

（備考）内閣府「平成 年版 高齢社会白書」

男性 女性
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